
1 、5 1 誘導の通り式を合成する。

リ、+リュ=AsinEI_gt_I.ITA sin行ないでのー ー ー ー

=A(sin r+sinβ）
= 2 A sin"？ーーcos_"β
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並びかえ↓

右側がな品とでーーー
ー

のはなすな､ 化
する振幅と見なせる項

（振幅項） （振動項）
==が%になる水の点では

どの時間でもY=0となる。⇒節となる

これが（1）の前までに説明されている内容となる。



1-21 続き
COS(2大fで） =0となる場所を探す。
ひこf入を代入して

C05（2大で水）=0
2兀？（2m+1） （M=0.11.12・・・）

!

x = ²い た
（2 振 幅 項 cos(2大で） が最大となる場所が腹となる
⇒ cos(2大楽） = ± I
よって 2大 = m 兀 （m=0.±1.さ2・・・）
- x = ，、2


